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32

内分泌学検査

内
分
泌
学
検
査

�抗ミュラー管ホルモン（AMH）参考基準範囲

●性腺・胎盤ホルモン

血　清
0.3

T1 冷蔵 E C L I A

Ｍ　　　　　1.0以下
Ｆ(非妊婦)　 1.0以下
(妊　婦)
1W	         0〜50
2W	        20〜500
3W	     500〜5,000
4W	  3,000〜19,000
2ヵ月	 14,000〜169,000
3ヵ月	 16,000〜160,000
6ヵ月	   2,500〜82,000
9ヵ月	   2,400〜50,000

	 mIU/mL

130※14

生Ⅱ
妊娠の有無
妊娠週数の明記

32501
(4F080) ヒト絨毛性ゴナドトロピン

(HCG)

2

3

尿
1

S24 冷蔵 E C L I A 1.0以下	 mIU/mL
130※14

生Ⅱ

597
生Ⅱ

妊娠の有無
妊娠週数の明記

32517
(4F080)

2

3

※14　1回に採取した血液等を用いて3項目以上検査を行った場合、項目数により次の点数となります。
　　　　　3〜5項目………410点　6〜7項目………623点　8項目以上………900点
注1　必ず専用の採取器具を用い、抽出・濾過検体にてご提出ください。

血　清
0.5

T1 冷蔵 C L I A 1.00未満	 nℊ/mL
129※14

生Ⅱ

検査実施料はHCG産生腫
瘍患者に対して測定した場
合にのみ算定できます。但
し、ヒト絨毛性ゴナドトロピ
ン(HCG)の実施料との同
時算定は不可。

32532
(4F090)

遊 離 β H C G
( Ｈ Ｃ Ｇ βサブ ユニット )

3

4

膣分泌液
（子宮頸管部）

血　清
0.5

A53

T1

L Ａ

C L E I A

1.6以下	 ㎍/mL

ページ下�参照	 nℊ/mL

注1

116
尿便

検体の採取方法は106ページ参照。
検体採取は膣洗浄前に行ってくだ
さい。

06935
(3B200)

37338
(4F100)

子宮頸管粘液中顆粒球エラスターゼ

抗 ミュ ラ ー 管 ホ ル モ ン
（AMH）

3

4
2

5

凍結

冷蔵

AMH測定値の年齢別分布（中央値） ※RI ： Reference Interval

年齢
（歳）

N
（例）

中央値
（nℊ/mL）

95％ RI （基準範囲）
（nℊ/mL）

≦27 558 4.69 0.76 〜 14.18

28 387 4.27 0.84 〜 12.44

29 555 4.14 0.86 〜 11.97

30 663 4.02 0.79 〜 12.74

31 865 3.85 0.44 〜 13.08

32 872 3.54 0.62 〜 13.87

33 959 3.32 0.40 〜 12.76

34 1,064 3.14 0.38 〜 11.16

35 1,191 2.62 0.37 〜 10.18

36 1,122 2.50 0.33 〜 9.93

37 1,154 2.27 0.24 〜 8.50

38 1,230 1.90 0.11 〜 7.81

39 1,176 1.80 0.13 〜 7.45

40 1,057 1.47 0.08 〜 6.13

41 888 1.30 0.06 〜 5.52

42 715 1.00 0.05 〜 5.81

43 509 0.72 0.03 〜 4.49

44 309 0.66 0.03 〜 3.98

45 144 0.41 0.03 〜 3.43

46≦ 127 0.30 0.02 〜 1.67

全群 15,545 2.36 0.12 〜 10.67

＊JISART（日本生殖補助医療標準化機関）各施設に通院する
不妊症患者で当試薬を用いて測定した16,526 例のうち、多
嚢胞性卵巣（PCO）（939 例）および早発卵巣不全（POI）
（42 例）と診断された症例を除外した後の、女性 15,545 例
の AMH測定値の年齢別分布（中央値）をノンパラメトリック
法により求められています。

（国内検討データ　試薬添付文書より）

【判定上の留意事項】
日本産科婦人科学会 生殖・内分泌委員会 生殖医療リスクマネー
ジメント小委員会の報告では、AMH測定に際して留意すべき事
項として次の４項目が挙げられています。
①AMHは卵子の質とは関連しない。
②AMHの測定値は個人差が大きく、若年女性でも低い場合や
　高齢女性でも高い場合があり、測定値からいわゆる「卵巣年齢」
　の推定はできない。
③測定値と妊娠する可能性とは直接的な関連はなく、測定値から
　「妊娠できる可能性」を判定するのは不適切と考えられる。
④測定値が低い場合でも「閉経が早い」という断定はできない。


